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―
ジ
ェ
ン
ダ
ー
差
の
観
点
か
ら
―

都
市
環
境
の
中
で
の
子
育
て

佐

藤

晴

彦

は
じ
め
に

近
年
、
都
市
環
境
の
中
で
の
子
育
て
が
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
都
市
環
境
の
中
で
は
ス
ト
レ
ス
・
葛
藤
が
生
じ
や
す
い
と
い
う
。

そ
の
原
因
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
差
に
よ
る
不
公
平
に
あ
る
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
矢
澤
・
国
広
・
天
童
（
二
〇
〇
五
）
ら
を
も
と

は
じ
め
に

一

少
子
化
時
代
の
子
育
て
と
母
親
意
識
の
変
化

一
―
一

子
育
て
と
仕
事
が
両
立
で
き
る
社
会

一
―
二

家
族
の
安
ら
ぎ
願
望
と
は
妻
の
葛
藤
・
苛
立

ち

二

子
育
て
期
の
妻
へ
の
サ
ポ
ー
ト
の
必
要
性
と
「
助
け

合
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

二
―
一

子
育
て
期
と
都
市
環
境
に
お
け
る
子
育
て
の

困
難

二
―
二

都
市
環
境
に
お
け
る
友
人
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

と
の
つ
な
が
り

三

都
市
環
境
に
お
け
る
子
育
て
へ
の
政
策
案

結
び
に
変
え
て
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に
、
少
子
化
時
代
の
今
日
、
都
市
環
境
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
や
子
育
て
の
観
点
か
ら
、
夫
婦
の
子
育
て
を
め
ぐ
る
課
題
が
ど
こ
に
あ
る

か
を
検
討
す
る
。
そ
し
て
そ
こ
か
ら
家
族
に
ま
つ
わ
る
問
題
点
を
抜
き
出
し
、
そ
れ
ら
を
検
証
す
る
。

一

少
子
化
時
代
の
子
育
て
と
母
親
意
識
の
変
化

ま
ず
、
都
市
環
境
に
お
け
る
子
育
て
の
観
点
か
ら
見
て
み
よ
う
。
大
都
市
で
は
、
育
児
、
環
境
、
地
域
社
会
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
が
希
薄

に
な
っ
て
い
る
こ
と
や
、
ハ
ウ
ジ
ン
グ
コ
ス
ト
・
養
育
費
用
が
高
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
大
都
市
に
住
む
女
性
に
は
、
閉
塞
感
覚
が
蔓
延
し

て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
子
育
て
や
幸
せ
な
家
庭
づ
く
り
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
女
性
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
意
識
と

母
親
意
識
の
変
化
か
ら
み
て
い
く
。

一
―
一

子
育
て
と
仕
事
が
両
立
で
き
る
社
会

少
子
化
時
代
の
日
本
の
子
供
の
育
成
は
、
性
別
役
割
分
業
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
妻
た
ち
は
、
一
家
の
稼
ぎ
手
の
夫

に
対
し
て
、
「
出
産
や
育
児
が
ハ
ン
デ
ィ
に
な
ら
な
い
社
会
、
子
育
て
も
仕
事
も
両
立
で
き
る
社
会
」
の
到
来
を
切
望
し
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
（
社
会
的
・
文
化
的
に
つ
く
ら
れ
た
性
別
）
の
不
平
等
や
不
公
正
へ
の
疑
問
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か

を
考
察
す
る
（
矢
澤
・
国
広
・
天
童
、二
〇
〇
五
、
以
下
、
矢
澤
他
、二
〇
〇
五
と
表
記
）。

一
―
一
―
一

大
都
市
環
境
と
出
産
子
育
て

東
京
な
ど
大
都
市
は
、
家
事
・
育
児
の
た
め
の
環
境
が
悪
化
し
て
、
家
族
生
活
が
困
難
な
「
非
生
活
都
市
」
的
な
様
相
を
呈
し
て
き
た
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（
米
田
、
一
九
八
八
）。
日
本
の
高
度
情
報
社
会
の
大
都
市
は
、
そ
の
都
市
構
造
と
都
市
環
境
の
な
か
に
、
「
少
子
（
高
齢
）
化
」
へ
の

不
可
避
的
な
経
済
的
・
社
会
的
圧
力
を
深
々
と
抱
え
込
ん
で
い
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。
子
ど
も
と
家
庭
を
取
り
巻
く
大
都
市
の
育
児
環
境

や
地
域
社
会
の
サ
ポ
ー
ト
関
係
が
希
薄
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
母
親
に
よ
る
育
児
に
は
一
面
的
で
単
相
化
し
た
、
閉
塞
感
覚
が
蔓
延
し
て

い
く
。
こ
の
よ
う
な
状
況
が
続
け
ば
、
若
い
世
代
の
産
育
へ
の
人
間
的
希
求
も
奪
わ
れ
か
ね
な
い
で
あ
ろ
う
（
矢
澤
他
、
二
〇
〇
五
）。

そ
う
し
た
都
市
環
境
の
な
か
で
は
、
長
い
間
「
産
む
性
」
と
し
て
ジ
ェ
ン
ダ
ー
化
さ
れ
て
き
た
女
性
た
ち
は
、
「
産
む
、
産
ま
な
い
」

を
め
ぐ
る
選
択
や
産
育
へ
の
不
安
が
か
き
た
て
ら
れ
る
。
世
界
一
物
価
の
高
い
東
京
や
日
本
で
、
子
ど
も
の
養
育
や
教
育
と
い
う
人
生
の

大
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
が
、
大
き
な
金
銭
的
・
心
理
的
コ
ス
ト
や
リ
ス
ク
を
伴
う
（
経
済
企
画
庁
、
一
九
九
二
）。

多
く
の
若
い
既
婚
カ
ッ
プ
ル
は
、
晩
婚
・
晩
産
調
整
や
、
ハ
ウ
ジ
ン
グ
コ
ス
ト
・
産
育
コ
ス
ト
の
節
約
（
家
つ
き
の
親
と
の
同
居
・
近

居
や
保
育
所
に
近
い
住
ま
い
選
び
）
な
ど
に
よ
っ
て
、
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
工
夫
し
な
が
ら
、
子
ど
も
を
も
ち
た
い
と
望
み
、
二
人
前
後
の

子
ど
も
を
も
っ
て
き
た
。
子
育
て
は
コ
ス
ト
計
算
を
越
え
た
人
生
の
喜
び
で
あ
り
、
「
幸
せ
な
家
庭
」
づ
く
り
に
は
子
ど
も
を
必
要
と
し

て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
と
は
い
え
、
歯
止
め
の
か
か
ら
な
い
少
子
化
の
な
か
で
、
大
都
市
の
若
い
世
代
を
中
心
に「
子
ど
も
を
も
た
な
い
」

（
も
て
な
い
）
カ
ッ
プ
ル
ラ
イ
フ
や
シ
ン
グ
ル
ラ
イ
フ
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
（
三
浦
、
二
〇
〇
一
）。

一
―
一
―
二

女
性
の
観
点
か
ら
み
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

一
方
、
結
婚
前
に
職
業
生
活
を
経
験
し
た
大
多
数
の
女
性
は
、
職
業
（
有
償
の
仕
事
）
を
も
つ
こ
と
が
個
人
の
経
済
的
自
立
や
家
族
生

活
の
安
定
に
不
可
欠
の
手
段
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
退
職
や
失
業
に
よ
り
無
職
に
な
る
こ
と
が
、
経
済
的
に
は
大
き
な

リ
ス
ク
を
負
う
こ
と
に
な
る
こ
と
も
肌
身
で
感
じ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
出
産
・
育
児
の
負
担
に
よ
っ
て
、
女
だ
け
が
職
業
機
会
を
制
限

さ
れ
た
り
、
奪
わ
れ
た
り
す
る
こ
と
に
は
差
別
感
を
も
っ
て
い
る
。
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一
方
、
「
女
性
た
ち
が
提
起
し
て
い
る
「
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
ヘ
ル
ス
・
ラ
イ（
１
）ツ」
や
「
性
の
自
己
決
定
権
」
の
尊
重
ヘ
の
、
社
会
的

理
解
や
承
認
は
極
め
て
不
十
分
で
あ
る
（
目
黒
、二
〇
〇
〇
、
田
間
、二
〇
〇
一
）。

「
育
児
と
仕
事
の
両
立
」
が
困
難
な
日
本
で
は
、
ゆ
と
り
の
な
い
居
住
環
境
や
長
時
間
労
働
慣
行
、
乳
児
保
育
な
ど
の
公
的
保
育
サ
ー

ビ
ス
の
不
備
、
労
働
政
策
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
（
男
女
・
家
族
等
）
政
策
の
遅
れ
な
ど
が
重
な
り
合
っ
て
、
今
も
「
子
育
て
難
社
会
」
の
現
実

が
続
い
て
い
る
（
矢
澤
他
、
二
〇
〇
五
）。

こ
の
よ
う
に
多
く
の
若
い
母
親
が
、
一
時
的
に
せ
よ
「
育
児
専
業
主
婦
」
の
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
選
択
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
職
業
キ
ャ
リ
ア

や
仕
事
に
大
き
な
ハ
ン
デ
ィ
を
負
う
こ
と
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
が
「
二
一
世
紀
の
最
重
要
課
題
」
と
そ
の
前
文
で
う
た
う
、

「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
実
現
の
観
点
か
ら
も
見
過
ご
せ
な
い
。
そ
こ
で
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
ベ
ー
ス
と
し
た
「
ケ
ア
の
倫
理
」
を
家

族
や
社
会
の
規
範
と
し
て
根
づ
か
せ
、
子
育
て
の
社
会
化
と
男
女
間
で
の
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
を
進
め
る
た
め
の
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
策

が
必
要
に
な
っ
て
い
る
の
だ
（
横
山
、
二
〇
〇
二
）。

一
―
二

家
族
の
安
ら
ぎ
願
望
と
は
妻
の
葛
藤
・
苛
立
ち

家
族
は
「
安
ら
ぎ
」
を
得
た
い
と
願
い
、
結
婚
は
そ
の
「
安
ら
ぎ
を
得
ら
れ
る
場
」
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
家
族
の
お
の
お

の
は
そ
れ
ぞ
れ
の
「
欲
求
満
足
」「
安
ら
ぎ
」
を
期
待
す
る
が
、
自
己
中
心
的
な
感
情
に
よ
っ
て
、
ギ
ス
ギ
ス
し
た
感
情
に
な
り
や
す
い
。

そ
こ
で
は
親
密
な
感
情
は
も
ろ
く
傷
つ
き
や
す
い
。

性
別
役
割
分
業
の
ま
ま
で
は
、
夫
は
家
事
・
育
児
に
参
加
し
に
く
く
、
妻
は
「
私
」
や
自
己
実
現
欲
か
ら
葛
藤
や
苛
立
ち
を
覚
え
や
す

い
（
矢
澤
他
、
二
〇
〇
五
）。
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一
―
二
―
一

家
族
の
安
ら
ぎ
願
望
と
各
自
の
バ
ラ
バ
ラ
な
要
求

現
代
家
族
の
「
安
ら
ぎ
規
範
」
と
は
、
家
庭
で
は
家
族
員
が
外
で
受
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ト
レ
ス
や
抑
圧
か
ら
解
放
さ
れ
て
憩
い
、
そ

れ
ぞ
れ
の
欲
求
を
満
足
さ
せ
な
が
ら
、
暮
ら
し
た
い
よ
う
に
暮
ら
せ
ば
よ
い（
そ
う
で
あ
る
べ
き
）と
す
る
規
範
で
あ
り
、
何
よ
り
も「
私
」

の
「
感
情
優
位
」
を
先
行
さ
せ
る
傾
向
に
あ
る
（
矢
澤
他
、
二
〇
〇
五
）。

こ
の
よ
う
な
個
人
の
欲
求
や
感
情
重
視
の
家
族
規
範
は
、
「
モ
ノ
の
豊
か
さ
」
か
ら
「
心
の
豊
か
さ
」
へ
と
、
人
々
の
意
識
が
変
化
し

て
き
た
一
九
七
〇
年
代
後
半
以
降
に
顕
在
化
し
て
、
八
〇
年
代
に
広
ま
っ
て
い
っ
た
。
都
市
型
社
会
の
「
個
人
化
す
る
家
族
」（
目
黒

一
九
八
七
）
の
な
か
で
「
一
種
の
自
己
中
心
主
義
」（
直
井
、
一
九
九
三
）
的
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
し
て
広
が
っ
て
き
た
と
言
え
る
。

「
平
成
四
年
度
国
民
生
活
白
書
』（
一
九
九
二
年
）
に
よ
る
と
、
男
女
と
も
二
〇
歳
―
三
〇
歳
代
の
ほ
ぼ
三
人
に
二
人
は
、
結
婚
生
活

の
利
点
と
し
て
「
精
神
的
な
安
ら
ぎ
の
場
が
え
ら
れ
る
」
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
（
図
１
―
１
参
照
）。
結
婚
生
活
に
「
安
ら
ぎ
の
場
」
を

求
め
る
「
安
ら
ぎ
規
範
」
は
ど
の
年
代
に
も
み
ら
れ
る
が
、
と
く
に
二
〇
歳
―
三
〇
歳
代
の
女
性
と
三
〇
歳
代
の
男
性
で
は
七
割
以
上
と

高
い
比
率
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
近
年
の
国
民
生
活
に
関
す
る
世
論
調
査
（
内
閣
府
二
〇
〇
一
年
）
に
よ
る
と
、
充
実
感
を
得
ら
れ
る
の

は
「
家
族
だ
ん
ら
ん
の
時
」
と
答
え
る
人
の
割
合
が
最
も
高
か
っ
た
の
は
や
は
り
三
〇
歳
代
で
、
「
仕
事
に
打
ち
込
ん
で
い
る
時
」
を
上

回
っ
て
い
る
。
現
代
家
族
は
、
親
子
や
夫
婦
の
「
感
情
構
成
体
」
と
も
い
わ
れ
る
（
中
村
、
一
九
九
八
）。

現
代
家
族
に
生
成
す
る
「
感
情
優
位
」
の
「
安
ら
ぎ
規
範
」
や
家
族
重
視
の
意
識
は
、
家
族
機
能
の
外
部
化
か
進
行
す
る
な
か
で
も
弱

ま
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
（
山
田
、
一
九
九
四
）。
だ
が
「
愛
情
（
感
情
）」と
い
う
名
の
情
緒
的
絆
で
つ
な
が
る
家
族
の
親
密
な
関
係
は
、

傷
つ
き
や
す
く
も
ろ
い
。
親
密
な
関
係
性
と
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
対
等
な
関
係
の
も
と
で
、
自
分
と
他
者
と
の
「
気
持
ち
の
通
じ
合
い
」

が
問
わ
れ
る
関
係
性
で
あ
る
（G

iddens

一
九
九
二
、
一
九
九
五
）。
そ
こ
で
夫
婦
や
親
子
の
関
係
に
お
い
て
も
、
お
互
い
が
本
当
に
感
情

を
受
け
止
め
合
う
よ
う
な
信
頼
と
連
携
の
関
係
づ
く
り
が
重
要
に
な
る
（
矢
澤
他
、
二
〇
〇
五
）。
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マ
イ
ホ
ー
ム
、
マ
イ
カ
ー
、
マ
イ

ル
ー
ム
が
セ
ッ
ト
さ
れ
た
マ
イ
タ
ウ

ン
の
家
庭
と
い
う
「
私
性
の
空
間
」

に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
「
私
」
の
バ
ラ
バ

ラ
な
欲
求
や
満
足
、
「
安
ら
ぎ
」
を

期
待
し
、
い
っ
た
ん
そ
れ
が
得
ら
れ

な
い
と
力
の
不
均
衡
や
ギ
ス
ギ
ス
し

た
関
係
の
不
協
和
音
が
顕
在
化
す
る
。

「
安
ら
ぎ
」
家
族
は
ス
ト
レ
ス
に
満

ち
た
家
族
に
変
容
し
、
内
閉
的
な

「
私
」
同
士
の
激
し
い
葛
藤
や
衝
突
、

家
族
か
ら
の
逃
避
や
遊
離
が
生
じ
て

し
ま
う
（
矢
澤
他
、
二
〇
〇
五
）。

一
―
二
―
二

女
性
の
過
重
な
負
担
と
犠
牲
か
ら
生
じ
る
ジ
レ
ン
マ

男
女
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
化
さ
れ
た
生
活
構
造
が
根
強
い
日
本
の
家
族
で
は
、
家
族
の
「
安
ら
ぎ
」
の
た
め
に
種
々
の
家
事
サ
ー
ビ
ス
（
ケ

ア
・
ワ
ー
ク
）を
行
い
、
憩
い
の
場
を
整
え
る
役
割
は
、
も
っ
ぱ
ら
女
性（
妻
、
母
、
主
婦
）の「
感
情
労
働
」（H

ochshild

一
九
八
三＝

二
〇
〇
〇
、
一
九
八
九＝

一
九
九
〇
）
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
き
た
（
矢
澤
他
、
二
〇
〇
五
）。

図１―１ 結婚の利点についての意見

矢澤・国広・天童（２００５）図２―３引用
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一
方
、
不
在
が
ち
で
、
育
児
に
か
か
わ
り
の
う
す
い
父
親
の
親
性
（
親
意
識
の
育
成
）
は
未
発
達
な
場
合
が
多
い
。
子
育
て
に
悩
ん
だ

り
、
子
ど
の
へ
の
過
度
の
期
待
に
振
り
回
さ
れ
て
迷
う
母
親
を
受
け
止
め
る
だ
け
の
、
夫
婦
間
の
対
等
な
感
情
関
係
や
父
親
の
責
任
感（
ケ

ア
の
倫
理
）
の
形
成
は
脆
弱
に
な
り
が
ち
で
あ
る
（
厚
生
省
、
一
九
九
八
）。

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
革
命
」
や
「
感
情
革
命
」
は
と
り
わ
け
若
い
母
親
た
ち
の
内
面
に
、「〈
母
〉
の
変
容
」
と
も
い
う
べ
き
新
た
な
事
態
を

生
み
つ
つ
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
「
子
育
て
し
て
も
、
一
人
の
女
性
（
私
）
と
し
て
の
生
き
方
を
捨
て
な
い
母
親
」
が
、
女
性
た
ち
の
理

想
の
母
親
像
に
な
っ
て
き
た
。
現
代
の
女
性
た
ち
は
一
、
二
世
代
前
の
良
妻
賢
母
的
な
母
親
像
に
抵
抗
感
を
覚
え
、
「
個
人
」
を
犠
牲
に

す
る
よ
う
な
子
育
て
に
は
あ
ま
り
魅
力
を
感
じ
な
く
な
っ
て
い
る
（
矢
澤
他
、
二
〇
〇
五
）。

そ
の
結
果
、
「
私
」
と
い
う
個
人
優
位
の
感
情
ル
ー
ル
や
自
己
実
現
欲
求
が
、
時
と
し
て
「
私
」
と
「
母
・
主
婦
・
妻
」「
子
ど
も
」

と
の
間
に
か
つ
て
な
い
大
き
な
溝
や
ジ
レ
ン
マ
を
つ
く
り
出
し
、
女
性
た
ち
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
「
宙
づ
り
」
状
況
や
自
己
決
定
の

困
難
、
逸
脱
を
生
み
出
し
て
も
い
る
。
そ
れ
ら
は
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
に
は
「
母
」
の
変
容
と
し
て
社
会
の
表
層
に
顕
在
化
し
、
こ
れ

ま
で
に
な
い
複
雑
な
夫
婦
や
親
子
間
の
感
情
レ
ベ
ル
の
対
立
や
問
題
、
家
族
内
や
家
族
間
で
の
逸
脱
行
動
な
ど
（
犯
罪
行
為
等
）
を
生
み

出
す
結
果
に
も
な
っ
て
い
る
（
矢
澤
他
、
二
〇
〇
五
）。

一
―
二
―
三

性
別
役
割
分
業
か
ら
生
じ
る
女
性
の
葛
藤
・
苛
立
ち

夫
婦
や
親
子
間
の
平
等
な
関
係
づ
く
り
が
な
さ
れ
ず
、
気
持
ち
の
通
じ
合
い
や
コ
ミ
ユ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
乏
し
い
ジ
ェ
ン
ダ
ー
分
業
家

族
で
、
長
時
間
の
道
具
化
さ
れ
た
「
感
情
労
働
」（
家
事
・
育
児
・
介
護
な
ど
広
範
囲
の
無
償
の
ケ
ア
労
働
）
を
担
う
女
性
は
、
「
安
ら

ぎ
た
い
が
、
安
ら
げ
な
い
」
家
庭
で
、
ス
ト
レ
ス
の
多
い
両
面
的
な
（
ダ
ブ
ル
バ
イ
ン
ド
）
感
情
を
味
わ
う
。
父
親
不
在
の
「
母
子
」
家

庭
で
こ
の
よ
う
な
感
情
が
子
ど
も
に
向
か
う
と
、
自
ら
の
自
己
不
全
然
が
子
ど
も
に
転
化
さ
れ
、
母
親
に
よ
る
子
ど
も
へ
の
感
情
的
な
支
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配
（
春
日
、
一
九
九
四
）
を
も
た
ら
す
こ
と
が
あ
る
。
母
親
だ
け
が
責
任
を
担
わ
さ
れ
て
い
る
た
め
、
母
親＝

女
性
自
身
の
生
活
や
人
生

へ
の
肯
定
感
／
否
定
感
が
、
直
接
子
ど
も
と
の
関
係
に
影
響
す
る
の
で
あ
る
（
矢
澤
他
、
二
〇
〇
五
）。

近
年
、
子
育
て
一
一
〇
番
な
ど
の
相
談
窓
口
に
は
、
育
児
期
の
孤
立
し
た
母
か
ら
の
「
子
叩
き
」（
児
童
虐
待
）
や
子
ど
も
を
「
愛
せ

な
い
／
愛
さ
な
い
」「
子
ど
も
に
異
常
に
苛
立
つ
」
と
い
う
相
談
が
増
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
相
談
の
背
景
に
も
「
私
／
女
／
母
／
妻
」

な
ど
と
し
て
、
「
子
ど
も
」
や
「
夫
」
と
の
間
で
感
情
の
葛
藤
状
況
に
陥
り
、
苛
立
ち
、
自
信
を
失
い
、
育
児
不
安
に
悩
む
女
性
た
ち
の

姿
が
見
え
隠
れ
し
て
い
る（
大
日
向
、一
九
九
二
、
一
九
九
三
、
一
九
九
六
、
一
九
九
九
）。
そ
こ
に
は
、
現
代
日
本
社
会
に
お
け
る「
母
」

の
変
容
の
ひ
と
つ
の
危
機
的
な
断
面
が
み
て
と
れ
る
（
矢
澤
他
、
二
〇
〇
五
）。

親
子
や
夫
婦
の
情
緒
的
関
係
性
の
変
容
に
つ
れ
て
、
日
本
で
も
母
子
・
父
子
・
夫
婦
関
係
の
新
た
な
問
題
（
家
庭
内
暴
力
、
夫
婦
間
暴

力
な
ど
）
や
子
ど
も
と
家
族
を
め
ぐ
る
危
機（「
児
童
虐
待
」「
ア
ダ
ル
ト
・
チ
ル
ド
レ
ン
」「
居
場
所
を
な
く
し
た
子
ど
も
た
ち
」「
切
れ

る
子
ど
も
た
ち
」「
引
き
こ
も
る
子
ど
も
」
な
ど
）
が
、
現
代
の
深
刻
な
社
会
現
象
と
し
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
春

日
他
、一
九
九
六
、
矢
澤
、一
九
九
七
）。

二

子
育
て
期
の
妻
へ
の
サ
ポ
ー
ト
の
必
要
性
と
「
助
け
合
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

妻
の
子
育
て
期
の
不
安
は
、
夫
な
ど
の
協
力
に
よ
っ
て
解
消
さ
れ
う
る
。
そ
の
た
め
、
特
に
都
市
環
境
で
子
育
て
を
す
る
母
親
に
は
、

父
親
が
育
児
に
関
わ
り
、
母
親
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
必
要
が
あ
る
。
一
方
、
母
親
は
、
「
友
人
と
の
つ
き
あ
い
」
が
本
人
へ
の
サ
ポ
ー
ト
と

存
在
証
明
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
い
う
。

し
か
し
、
付
き
合
い
か
ら
孤
立
す
る
と
、
地
域
の
人
間
関
係
が
「
煩
わ
し
い
」
な
ど
と
感
じ
る
こ
と
の
多
く
な
る
。
ま
た
、
「
自
分
の
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し
た
い
こ
と
が
で
き
な
く
」「
辛
い
」「
苛
立
た
し
い
」
こ
と
が
多
い
場
合
、
子
育
て
は
重
労
働
感
覚
に
転
じ
て
い
く
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て

詳
し
く
見
て
い
こ
う
。

二
―
一

子
育
て
期
と
都
市
環
境
に
お
け
る
子
育
て
の
困
難

都
市
に
お
け
る
子
育
て
不
安
は
、
多
く
の
場
合
、
特
に
夫
（
父
親
）
の
協
力
・
精
神
的
な
サ
ポ
ー
ト
、
親
族
や
友
人
な
ど
に
よ
る
暖
か

い
サ
ポ
ー
ト
、
あ
る
い
は
子
育
て
サ
ー
ク
ル
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
で
解
消
さ
れ
る
こ
と
が
多

い
。
し
た
が
っ
て
、
父
親
、
親
族
・
友
人
な
ど
が
母
親
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
必
要
性
が
あ
る
。

し
か
し
、
現
実
は
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
育
児
環
境
に
よ
っ
て
、
育
児
を
行
う
人
に
そ
の
サ
ポ
ー
ト
度
の
差
が
あ
る
た
め
、
非
親
族
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
発
達
さ
せ
る
必
要
性
が
あ
る
と
い
う
（
矢
澤
他
、
二
〇
〇
五
）。

二
―
一
―
一

都
市
環
境
に
お
け
る
子
育
て
期
の
女
性

モ
ノ
や
情
報
が
あ
ふ
れ
る
反
面
、
都
市
で
は
、
支
え
合
い
の
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
家
族
、
親
族
間
の
絆
が
失
わ
れ
て
き
た
。
子
育
て

期
の
女
性
た
ち
は
ど
ん
な
悩
み
や
不
安
、
不
満
を
抱
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

㈠

都
市
の
子
育
て
と
サ
ポ
ー
ト
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

上
述
の
よ
う
に
、
子
育
て
期
を
す
る
こ
と
に
係
る
特
徴
的
な
不（
２
）安は
、
多
く
の
場
合
、
夫
（
父
親
）
の
協
力
（
特
に
精
神
的
な
サ
ポ
ー

ト
）、
居
住
地
で
の
相
互
に
支
え
合
う
近
隣
や
母
親
同
士
、
友
人
や
親
族
（
主
に
親
）
な
ど
と
の
温
か
い
付
き
合
い
、
子
育
て
サ
ー
ク
ル
、

保
育
サ
ー
ビ
ス
、
専
門
家
な
ど
都
市
の
複
合
的
な
サ
ポ
ー
ト
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
で
薄
れ
る
こ
と
が
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
か
ら
も
確
か
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め
ら
れ
て
い
る
（
牧
野
、一
九
八
二
、
落
合
、一
九
九
三
、
一
九
九
七
、
山
根
、二
〇
〇
〇
、
松
田
、二
〇
〇
一
、
二
〇
〇
二
他
）。

松
田
（
二
〇
〇
二
）
は
、
母
親
の
育
児
不
安
や
高
ス
ト
レ
ス
の
問
題
を
解
決
す
る
に
は
、
母
親
の
み
な
ら
ず
父
親
も
育
児
に
関
わ
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
親
族
・
非
親
族
の
メ
ン
バ
ー
が
母
親
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
。
た
だ
し
「
多
く
の
人
が
育
児
に
直
接
・
間
接

的
に
か
か
わ
り
つ
つ
も
、
過
度
に
同
質
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
な
か
で
育
児
を
行
う
の
で
は
な
く
、
適
度
に
ル
ー
ス
で
多
様
性
と
自
律
性
の

あ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
な
か
で
育
児
を
行
う
環
境
を
構
築
す
る
こ
と
」
が
大
切
で
あ
る
（
松
田
、
二
〇
〇
二
）。

松
田
は
ま
た
「
居
住
地
域
に
よ
っ
て
育
児
の
支
え
に
な
っ
て
い
る
人
が
異
な
る
こ
と
、
そ
の
背
景
に
は
居
住
地
域
に
よ
る
育
児
環
境
や

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
差
が
あ
る
こ
と
」
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
郊
外
部
で
は
父
親
や
親
族
に
頼
れ
な
い
場
合
が
多
く
、
「
そ
の
分

非
親
族
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
発
達
さ
せ
、
そ
れ
ら
の
人
々
と
の
交
流
が
盛
ん
に
な
る
」こ
と
、「
こ
の
た
め
郊
外
部
で
は
非
親
族
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
サ
ポ
ー
ト
源
と
し
て
極
め
て
重
要
な
も
の
に
な
り
、
そ
の
も
ち
方
い
か
ん
に
よ
っ
てw

ell-being

が
大
き
く
規
定
さ
れ
て
し
ま
う
」

こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
（
松
田
、
二
〇
〇
二
）。

二
―
二

都
市
環
境
に
お
け
る
友
人
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
つ
な
が
り

子
育
て
期
の
女
性
は
友
人
と
の
付
き
合
い
を
重
視
し
て
い
る
。
女
性
た
ち
は
、
友
人
た
ち
に
よ
っ
て
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
与
え
ら
れ
、

自
分
の
存
在
を
実
感
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
子
育
て
期
の
女
性
た
ち
に
は
助
け
合
い
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
重
要
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
外
れ
る
と
、
ス
ト
レ
ス
に
つ
な

が
っ
た
り
、
子
供
に
向
か
う
葛
藤
に
な
っ
た
り
す（
３
）る（
矢
澤
、
二
〇
〇
五
）。
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㈠

子
育
て
と
友
人
の
サ
ポ
ー
ト

図
２
―
１
に
示
す
よ
う
に
、
矢
澤
ら
の
調
査
結
果
（
九
九
年
母
親
調
査
。

図
２
―
２
も
同
じ
）
を
み
る
と
子
育
て
期
の
女
性
た
ち
が
「
日
頃
大
切
に
し

て
い
る
こ
と
」
の
う
ち
、
最
も
多
く
の
人
た
ち
が
挙
げ
た
の
は
「
友
人
と
の

つ
き
あ
い
」
で
あ
っ
た
。
育
児
専
業
の
女
性
た
ち
に
と
っ
て
（
就
労
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
）、
「
友
人
た
ち
に
よ
っ
て
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
与
え
ら

れ
る
サ
ポ
ー
ト
と
承
認
」（A

Ilan

一
九
八
九＝

一
九
九
三
）
は
、
子
育
て
が

家
庭
内
に
閉
塞
し
が
ち
な
都
市
環
境
に
お
い
て
、
社
会
的
評
価
の
見
え
に
く

い
家
事
・
育
児
に
長
時
間
を
費
や
す
母
親
た
ち
の
存
在
証
明
と
し
て
も
欠
か

せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

㈡

都
市
居
住
と
子
育
て
環
境

図
２
―
２
か
ら
、
子
育
て
期
の
女
性
た
ち
の
住
環
境
に
つ
い
て
の
意
識
を

み
る
と
、
居
住
地
域
を
「
子
育
て
の
環
境
と
し
て
重
要
な
場
」
と
感
じ
る
人

が
多
い
の
に
比
べ
、
「
助
け
合
い
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ
る
場
」
と
感
じ
る

人
は
そ
れ
よ
り
少
な
い
。
ま
た
「
知
的
文
化
的
刺
激
が
少
な
い
」「
煩
わ
し

い
人
間
関
係
の
多
い
場
」「
格
別
愛
着
を
感
じ
な
い
」
な
ど
、
身
近
な
都
市

環
境
に
不
満
を
抱
く
人
も
少
な
く
な
い
。
こ
れ
ら
は
、
都
市
の
厳
し
い
子
育

図２―１ 母親が日頃大切にしていること

出所）矢澤・国広・天童（２００５）図３―１ 引用．
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て
環
境
の
一
面
を
反
映
し
た
母
親
た
ち
の
意
識
と
言
え
る
（
矢
澤
他
、

二
〇
〇
五
）。

家
庭
と
地
域
を
つ
な
ぐ
各
種
の
「
助
け
合
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
か
ら
孤
立

し
、
地
域
に
「
愛
着
が
も
て
な
い
」、
地
域
の
人
間
関
係
（
近
隣
、
母
親
同

士
や
家
族
間
等
）
が
「
煩
わ
し
い
」
な
ど
と
感
じ
る
こ
と
の
多
い
現
代
の
「
育

児＝

教
育
を
す
る
母
親
」
に
と
っ
て
は
、
「
自
分
の
し
た
い
こ
と
が
で
き
な

い
」「
お
金
が
か
か
る
」「
失
敗
で
き
な
い
育
児
」
は
、
時
と
し
て
「
辛
い
」

「
苛
立
た
し
い
」
重
労
働
に
思
い
を
変
え
て
い
く
（
渡
辺
、
一
九
九
九
）。

㈢

子
育
て
の
閉
塞
感

こ
の
よ
う
に
未
経
験
で
未
熟
な
都
市
の
母
親
た
ち
の
不
安
や
悩
み
を
受
け

止
め
、
助
言
し
た
り
励
ま
し
た
り
す
る
社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
糸
が
切
れ

た
り
も
つ
れ
た
り
す
る
と
、行
き
場
を
な
く
し
た
母
親
た
ち
の
不
安
は「
私＝

母
」
の
閉
塞
し
た
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ヘ
と
内
向
し
、
バ
ラ
ン
ス
を
欠
い
た

「
母
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
の
拡
張
が
大
き
な
ス
ト
レ
ス
を
生
む
。
ま
た
、

母
子
を
セ
ッ
ト
に
し
た
狭
い
都
市
空
間
（
家
庭
・
地
域
空
間
）
に
限
ら
れ
が

ち
な
母
親
た
ち
の
生
活
世
界
は
、
個
人
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
や
ラ

イ
フ
チ
ャ
ン
ス
を
制
約
す
る
。
そ
う
し
た
状
況
で
生
じ
る
葛
藤
は
、
時
と
し

図２―２ 母親の居住地域についての意見

矢澤・国広・天童（２００５）図３―２引用．



107 都市環境の中での子育て

て
子
ど
も
へ
の
攻
撃
（
虐
待
等
）
や
支
配
欲（「
子
叩
き
」
や
ブ
ラ
ン
ド
志
向
の
お
受
験
等
）
へ
と
転
化
し
、
弱
い
立
場
の
子
ど
も
へ
の
大

き
な
抑
圧
と
な
り
、
子
ど
も
の
「
育
ち
」
に
負
の
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
も
な
る
。

三

都
市
環
境
に
お
け
る
子
育
て
へ
の
政
策
案

以
上
、
見
て
き
た
こ
と
か
ら
、
男
女
が
共
に
仕
事
と
子
育
て
、
個
人
と
し
て
の
生
活
を
調
和
さ
せ
る
施
策
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め

に
、
親
た
ち
が
当
た
り
前
の
市
民
と
し
て
の
感
覚
を
持
つ
た
め
に
社
会
性
や
公
共
性
を
育
む
こ
と
の
で
き
る
身
近
な
学
習
や
文
化
活
動
の

場
、
す
な
わ
ち
、
交
流
ス
ペ
ー
ス
、
相
談
セ
ン
タ
ー
を
き
め
細
か
く
持
つ
必
要
が
あ
る
。

父
親
に
と
っ
て
は
、
さ
ら
に
家
事
・
育
児
能
力
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
日
本
型
企
業
社
会
で
常
態
化
し
て
き
た
長

時
間
労
働
慣
行
を
改
め
る
必
要
が
あ
る
。
企
業
の
労
働
慣
行
の
見
直
し
、
育
児
期
の
保
障
が
強
く
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
父
親
の
育
児
参

加
を
促
す
た
め
の
企
業
文
化
や
脱
「
企
業
戦
士
」
型
社
員
づ
く
り
研
究
が
求
め
ら
れ
る
。

㈠

都
市
環
境
と
し
て
の
三
間

都
市
に
住
む
母
親
が
、
社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
外
れ
、
ス
ト
レ
ス
が
生
じ
た
り
す
る
と
、
子
育
て
の
閉
塞
感
に
陥
り
が
ち
で
あ
る

（
上
述
「
二

子
育
て
期
の
妻
へ
の
サ
ポ
ー
ト
の
必
要
性
と
『
助
け
合
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』
参
照
」）。
都
市
の
「
空
間
、
時
間
、
仲
間（「
三

間
」）」に
は
、
子
ど
も
の
成
長
発
達
に
欠
か
せ
な
い
安
ら
ぎ
が
あ
る
。
そ
れ
ら
に
、
制
限
が
多
け
れ
ば
都
市
環
境
に
お
け
る
子
育
て
に
は
、

構
造
的
に
内
包
す
る
困
難
が
潜
ん
で
い
る
。

都
市
居
住
と
都
市
的
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
ゆ
と
り
と
安
ら
ぎ
を
も
た
ら
す
「
三
間
」
は
、
子
ど
も
が
育
つ
環
境
と
し
て
欠
か
せ
な
い
だ
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け
で
な
く
、
子
育
て
期
の
家
族
と
り
わ
け
母
親
た
ち
の
親
密
圏
で
の
閉
塞
感
を
取
り
除
く
た
め
に
も
重
要
な
育
児
資
源
で
あ（

４
）る。
さ
ら
に
、

均
質
的
な
関
係
性
に
収
束
し
が
ち
な
子
育
て
世
代
の
親
と
子
ど
も
た
ち
の
生
活
世
界
を
よ
り
豊
か
に
す
る
た
め
に
は
、
親
た
ち
が
市
民
と

し
て
の
感
覚
や
地
域
意
識
、
社
会
性
や
公
共
性
を
育
む
こ
と
の
で
ぎ
る
身
近
な
学
習
や
文
化
活
動
の
場
（
地
域
図
書
館
、
交
流
ス
ペ
ー
ス

や
相
談
セ
ン
タ
ー
等
）
を
き
め
細
か
く
整
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
（
武
田
、
二
〇
〇
二
）。

こ
れ
ら
（
三
間
と
学
習
や
文
化
活
動
の
場
）
供
給
を
政
策
と
し
て
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

㈡

夫
婦
と
も
に
子
育
て
で
き
る
環
境
づ
く
り
の
必
要
性

Ａ
・
ギ
デ
ン
ズ
の
考
察
が
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
現
代
女
性
の
内
面
で
生
じ
て
い
る
「
母
の
変
容
﹈
と
は
、
現
代
の
家
族
や
家
庭
、

夫
婦
や
親
子
関
係
と
い
う
親
密
性
の
領
域
に
生
じ
て
い
る
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
関
係
や
感
情
規
範
、
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
変

容
の
多
層
的
で
入
り
組
ん
だ
構
成
の
一
断
面
を
示
す
も
の
と
言
え
る
（G

iddens

一
九
九
二＝

一
九
九
五
）。
そ
れ
は
一
部
に
、
男
女
の
親

役
割
意
識
や
自
立
意
識
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー
化
を
含
ん
で
は
い
る
が
、
女
性
た
ち
の
私
化
し
た
自
立
意
識
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ
イ
ア
ス
家

族
の
稼
ぎ
手
は
男
性＝

夫
と
み
な
す
ジ
ェ
ン
ダ
ー
分
業
意
識
等
は
依
然
と
し
て
根
深
い
（
矢
澤
他
、
二
〇
〇
五
）。

こ
れ
に
対
し
て
、
少
子
化
時
代
に
求
め
ら
れ
る
公
共
政
策
（
男
女
共
同
参
画
社
会
政
策
や
子
育
て
支
援
策
）
と
は
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
ま
ず
な
に
よ
り
も
「
個
」
と
し
て
の
生
き
方
の
自
由
度
や
自
己
実
現
へ
の
欲
求
を
強
め
て
い
る
若
い
女
性
た

ち
（
母
親
た
ち
）
の
多
面
的
な
実
像
を
十
分
に
理
解
し
、
受
入
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ら
の
実
像
の
中
か
ら
、

夫
婦
・
親
子
関
係
と
い
う
親
密
圏
で
生
じ
て
い
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
や
セ
ク
シ
ア
リ
テ
ィ
を
め
ぐ
る
多
層
的
な
変
容
の
中
身
を
丁
寧
に
解
読
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
上
で
、
こ
れ
か
ら
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
政
策
や
子
育
て
支
援
策
は
、
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�

市
民
と
し
て
の
若
い
世
代
の
男
女
が
、
人
生
設
計
上
で
直
面
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
や
「
生
き
に
く
さ
」
へ
の
解
決
策
を
示
し
、
ま

た
�
「
公
共
性
」
へ
の
回
路
を
見
失
い
が
ち
な
若
い
男
女
の
内
閉
的
な
親
密
圈
（
家
族
）
を
開
放
し
、
公
共
圈
へ
の
道
筋
を
指
し
示
す
も
の

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
渋
谷
、
二
〇
〇
二
）。
男
女
が
共
に
仕
事
と
子
育
て
、
個
人
と
し
て
の
生
活
な
ど
を
調
和
さ
せ
な
が
ら
、
公

共
性
に
支
え
ら
れ
た
「
家
族
ぶ
ら
す
α
」
を
対
等
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
関
係
の
人
生
軌
道
上
で

「
生
き
ら
れ
る
」
よ
う
な
、
豊
か
な
選
択
性
と
可
能
性
を
広
げ
る
政
策
が
求
め
ら
れ
て
い

る
（
矢
澤
他
、
二
〇
〇
五
）。

㈢

父
親
へ
の
「
育
児
コ
ー
ル
」
と
都
市
生
活
の
質

一
方
、
都
市
に
住
む
子
育
て
期
の
女
性
た
ち
は
、
夫
の
育
児
参
加
の
現
状
を
ど
の
よ
う
に

評
価
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
図
３
―
１
を
み
る
と
、
夫
の
子
育
て
へ
の
「
熱
意
」
に
つ
い

て
は
あ
る
程
度
満
足
し
て
い
る
も
の
の
、
「
時
間
」
と
「
し
つ
け
方
」
に
つ
い
て
は
不
満
を

も
つ
妻
が
少
な
く
な
い
。
い
ま
多
く
の
子
育
て
期
の
女
性
た
ち
は
、
「
父
親
も
も
っ
と
育
児

休
業
を
と
る
べ
き
」「
男
性
も
家
事
育
児
能
力
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
」「
父
親
も
育
児
と
仕

事
に
同
じ
よ
う
’
に
関
わ
る
ほ
う
が
よ
い
」
な
ど
、
父
親
（
男
性
）
へ
の
「
育
児
コ
ー
ル
」

を
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
発
し
て
い
る
（
船
橋
、
二
〇
〇（

５
）〇）。

子
育
て
期
の
父
親
の
育
児
参
加
が
少
な
い
背
景
要
因
と
し
て
特
に
再
考
を
要
す
る
の
は
、

日
本
型
企
業
社
会
で
常
態
化
し
て
き
た
長
時
間
労
働
慣
行
で
あ
ろ
う（
加
藤
他
、
一
九
九
八
）。

出所）矢澤・国広・天童（２００５）図３―３引用．

図３―１ 夫の育児参加への評価
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矢
澤
ら
が
実
施
し
た
父
親
調
査
（
一
九
九
七
、
二
〇
〇
一
）
か
ら
は
、
子
育
て
期
の
男
女
が
ペ
ア
ー
（
夫
婦
）
で
選
択
可
能
な
家
族
戦
略

を
実
行
し
て
い
く
上
で
、
男
性
が
担
う
「
稼
ぎ
手
」
役
割
を
め
ぐ
る
夫
た
ち
の
意
識
の
葛
藤
状
況
（
妻
か
ら
の
「
育
児
コ
ー
ル
」
に
応
え

ら
れ
な
い
悩
み
な
ど
）
が
鮮
明
に
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。
そ
の
一
方
、
男
性
側
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
意
識
の
流
動
化（「
父
親
も
母
親
も
仕
事

と
子
育
て
を
両
立
し
た
ほ
う
が
よ
い
」
と
す
る
意
識
の
広
が
り
等
）
も
み
ら
れ
た
。
今
、
こ
の
よ
う
な
父
親
た
ち
の
意
識
変
化
に
対
応
し

た
社
会
の
側
、
企
業
の
側
の
労
働
慣
行
の
見
直
し
と
・
育
児
期
の
保
障
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
（
矢
澤
他
、
二
〇
〇
五
）。

㈣

「
ハ
ー
ト
」
の
あ
る
都
市
環
境
づ
く
り
に
向
け
て

日
本
の
現
実
を
と
ら
え
直
し
て
み
る
と
、
日
本
型
少
子
社
会
の
「
戦
後
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
体
制
」
の
な
か
で
、
政
治
の
世
界
か
ら
家
族
の

生
活
世
界
ま
で
、
広
く
浸
透
し
て
き
た
固
定
的
な
性
別
役
割
分
業
に
代
わ
っ
て
、
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
で
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
関

係
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
秩
序
を
つ
く
り
出
す
た
め
に
、
今
こ
そ
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
公
正
な
社
会
を
目
指
す
新
た
な
視
点
に
立
っ
た
男
女
平
等
戦
略

を
具
体
的
に
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

�
父
親
の
育
児
参
加
を
促
す
た
め
の
企
業
文
化
や
男
性
意
識
の
大
胆
な
革
新
、

�
多
様
な
個
人
と
家
族
の
あ
り
方
を
前
提
と
し
た
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
、

�
公
・
共
（
民
間
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
）
の
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
そ
れ
ら
を
組
み
込
ん
だ
子
育
て
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
都
市
／
居
住
環
境
整
備
、

さ
ら
に

�
脱
「
企
業
戦
士
」
型
社
員
づ
く
り
研
修
や
職
場
に
お
け
る
男
女
均
等
待
遇
の
実
施
・
徹
底
化
な
ど

を
、
多
世
代
間
の
協
働
と
連
帯
に
よ
っ
て
幅
広
く
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
（
矢
澤
他
、
二
〇
〇
五
）。
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結
び
に
変
え
て

近
年
の
妻
た
ち
に
は
、
都
市
環
境
の
中
で
子
育
て
ス
ト
レ
ス
・
葛
藤
が
生
じ
や
す
く
、
そ
の
原
因
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
差
に
よ
る
不
公
平
で

あ
る
と
論
じ
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
ど
う
あ
る
べ
き
な
の
か
を
論
じ
て
み
よ
う
。

﹇「
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
ヘ
ル
ス
・
ラ
イ
ツ
」「
性
の
自
己
決
定
権
」
尊
重
﹈
に
つ
い
て
、

結
婚
や
出
産
を
機
に
退
職
す
る
こ
と
は
大
き
な
機
会
費
用
で
あ
り
女
性
は
そ
の
大
き
さ
を
肌
身
で
感
じ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
状
況

の
解
決
は
誰
に
向
け
て
な
さ
れ
る
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
。
法
的
権
利
と
し
て
の
「
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
ヘ
ル
ス
・
ラ
イ
ツ
」「
性
の
自
己

決
定
権
」
尊
重
を
唱
え
る
前
に
、
す
な
わ
ち
国
会
が
法
を
作
成
し
、
国
民
に
そ
れ
を
押
し
付
け
る
よ
り
は
、
ま
ず
、

①

企
業
と
女
性
労
働
者
間
に
お
け
る
勤
務
体
制
の
問
題
と
育
児
休
暇
後
は
休
暇
前
の
職
の
地
位
を
保
証
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま

た
、
子
供
の
い
る
女
性
の
働
き
方
に
企
業
側
が
留
意
し
た
就
業
体
制
は
余
り
組
ま
れ
て
い
な
い
（
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る

企
業
も
少
し
ず
つ
現
れ
て
き
て
は
い
る
が
）。
例
え
ば
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
の
導
入
、
短
時
間
正
社
員
制
度
等
の
導
入
が
望
ま
れ

る
。
次
に
、

②

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
つ
い
て
、
ま
ず
法
的
に
夫
婦
の
平
等
を
制
定
し
、
家
族
や
社
会
の
規
範
を
「
ケ
ア
の
倫
理
」
と
し
て
根
づ
か
せ

る
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
平
等
の
観
点
か
ら
女
性
の
権
利
を
夫
に
対
抗
し
て
、
認
め
さ
せ
る
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点

を
明
確
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

女
性
が
夫
に
向
か
っ
て
対
等
だ
と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
お
い
た
権
利
で
は
な
く
、
夫
と
妻
の
関
係
の
在
り
方
に
焦
点
を
当
て
た
方
向
を
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探
る
べ
き
だ
ろ
う
。
二
人
が
義
務
と
し
て
で
は
な
く
受
け
入
れ
や
す
い
気
持
ち
と
し
た
関
係
を
創
っ
た
上
で
、
困
難
な
「
育
児
と
仕
事
の

両
立
」、
乳
児
保
育
な
ど
の
公
的
保
育
サ
ー
ビ
ス
問
題
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。

﹇「
安
ら
ぎ
」
や
憩
い
の
場
を
整
え
る
役
割
﹈
に
つ
い
て

上
の
分
析
で
は
、
女
性
（
妻
、
母
、
主
婦
）
の
み
が
、
家
族
の
「
安
ら
ぎ
」
や
憩
い
の
場
を
整
え
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
し
て
い
る
。

本
当
に
女
性
の
み
か
ら
発
せ
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
疑
問
が
生
じ
る
。
極
端
に
み
て
。
普
通
に
考
え
て
、
そ
れ
は
稼
ぎ
の
無
い
夫
か

ら
生
じ
る
だ
ろ
う
か
？
も
ち
ろ
ん
安
ら
ぎ
は
、
Ｄ
Ｖ
を
振
る
う
夫
か
ら
生
じ
な
い
だ
ろ
う
。
逆
に
、
夫
の
収
入
を
二
人
で
共
有
し
、
心
身

共
に
愛
し
合
う
場
合
は
、
夫
か
ら
授
け
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？
こ
こ
か
ら
、
妻
の
み
が
家
族
の
「
安
ら
ぎ
」
や
憩
い
の
場
を
つ

く
り
出
す
の
で
は
な
く
、
そ
の
前
に
愛
し
て
く
れ
る
夫
が
い
る
か
ら
、
お
返
し
に
妻
は
そ
の
よ
う
な
温
か
い
場
を
提
供
で
き
る
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
政
策
と
し
て
夫
婦
の
関
係
が
良
く
な
る
よ
う
に
、
教
育
方
針
、
勤
務
時
間
の
調
整
、
都
市
の
住
居
空
間
の
在
り
方
を
立
て

る
べ
き
で
あ
る
。

﹇
個
人
優
位
の
感
情
ル
ー
ル
や
自
己
実
現
欲
求
か
ら
生
じ
る
ジ
レ
ン
マ
﹈
に
つ
い
て

個
人
優
位
の
感
情
ル
ー
ル
や
自
己
実
現
欲
求
に
よ
っ
て
、
子
育
て
中
の
「
私
」
は
、
時
と
し
て
「
母
・
主
婦
・
妻
」、
「
子
ど
も
」
と

の
間
に
か
つ
て
な
い
大
き
な
溝
や
ジ
レ
ン
マ
を
つ
く
り
出
し
て
し
ま
っ
た
場
合
、
女
性
た
ち
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
「
宙
づ
り
」
状
況

や
自
己
決
定
の
困
難
、
逸
脱
を
生
み
出
す
と
い
う
。
そ
の
結
果
、
複
雑
な
夫
婦
や
親
子
間
の
感
情
レ
ベ
ル
の
対
立
や
問
題
、
家
族
内
や
家

族
間
で
の
逸
脱
行
動
な
ど
（
犯
罪
行
為
等
）
を
生
み
出
す
結
果
に
も
な
っ
て
い
る
と
い
う
（
矢
澤
他
、
二
〇
〇
五
）。

こ
れ
に
対
し
、
す
れ
違
う
関
係
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
夫
と
の
関
係
回
復
が
望
ま
れ
る
。
夫
の
側
も
そ
の
よ
う
な
事
態
に
も
そ
の
修
復
意
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欲
を
持
つ
べ
き
方
法
や
チ
ャ
ン
ス
に
つ
い
て
、
学
校
教
育
の
場
で
教
え
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。

﹇
夫
婦
と
も
に
子
育
て
で
き
る
環
境
づ
く
り
の
必
要
性
﹈

都
市
に
住
む
男
女
は
、
内
閉
的
な
親
密
圏
か
ら
、
公
共
圏
へ
の
道
筋
を
示
す
べ
き
で
、
男
女
が
共
に
仕
事
と
子
育
て
、
個
人
と
し
て
の

生
活
な
ど
を
調
和
さ
せ
な
が
ら
、
公
共
性
に
支
え
ら
れ
た
「
家
族
ぷ
ら
す
α
」
を
対
等
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
関
係
の
人
生
軌
道
上
で
「
生
き
ら

れ
る
」
よ
う
な
、
豊
か
な
選
択
性
と
可
能
性
を
広
げ
る
政
策
が
求
め
ら
れ
る
と
い
う
。

し
か
し
、
公
共
財
は
、
市
民
に
共
通
に
提
供
す
る
財
や
サ
ー
ビ
ス
な
の
で
、
夫
婦
や
家
族
の
生
活
の
調
和
の
た
め
の
下
支
え
と
は
な
る

も
の
の
、
必
ず
し
も
臨
機
応
変
な
提
供
と
は
な
ら
な
い
。

政
策
と
し
て
、
夫
婦
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
ア
ッ
プ
の
方
法
習
得
を
、
義
務
教
育
で
教
え
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
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既
婚
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上
が
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家
庭

生
活
に
お
い
て
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る
」
と
い
う
。
一
方
、
「
自
分
の
生
き
方
に
つ
い
て
の
納
得
」
を
問
う
設
で
は
、
「
納
得
し
て
い
る
」
と
回
答
し

て
い
る
人
は
五
割
前
後
と
低
め
で
あ
る
。
ま
た
、
家
族
や
地
域
で
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
人
の
六
〜
七
割
が
、
「
自
分
の
生
き
方
に
納
得
し
て
い
な
い
」
と

回
答
し
て
お
り
、
自
分
の
生
き
方
に
納
得
し
て
い
な
い
女
性
た
ち
（
母
親
）
の
ス
ト
レ
ス
の
大
き
さ
が
う
か
が
わ
れ
る
。

さ
ら
に
「
子
ど
も
や
育
児
の
価
値
は
認
め
る
が
、
そ
の
他
に
も
自
分
に
と
っ
て
価
値
が
あ
る
も
の
が
あ
る
か
ら
そ
れ
が
し
た
い
。
し
か
し
、
育
児
を
自

分
一
人
に
任
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
今
の
生
活
で
は
そ
れ
が
で
き
な
い
、
先
の
見
通
し
も
つ
か
な
い
（
柏
木
二
〇
〇
一：

二
〇
）。

子
育
て
期
に
育
児
専
業
と
な
る
多
く
の
女
性
た
ち
は
、
結
婚
・
出
産
退
職
・
育
児
・
育
児
後
の
仕
事
復
帰
（
再
就
職
）
な
ど
「
女
性
向
き
」
の
ラ
イ
フ

コ
ー
ス
を
「
自
己
選
択
」
の
結
果
と
納
得
し
、
受
容
し
て
き
た
と
言
え
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
戦
後
日
本
の
「
専
業
主
婦
優
遇
制
度
」（
税
金
や
年
金
等
の
）

に
守
ら
れ
た
性
別
役
割
分
業
型
家
族
（
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
夫＝

稼
ぎ
手
と
被
扶
養
の
主
婦＝

家
事
専
業
者
を
セ
ッ
ト
に
し
た
）
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
ジ

ェ
ン
ダ
ー
化
さ
れ
た
都
市
環
境
に
適
合
的
な
人
生
設
計
で
あ
り
、
そ
れ
を
よ
し
と
し
て
の
選
択
結
果
で
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
一
方
、
柏
木
が
発
達
心
理
学

の
視
点
か
ら
も
明
言
す
る
よ
う
に
、
子
育
て
期
の
女
性
は
そ
の
「
母
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
の
拡
張
に
よ
っ
て
、
「
個
人
と
し
て
の
」（「
私
」）の
自
己
実
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現
欲
求
を
必
ず
し
も
縮
小
さ
せ
て
は
い
な
い
。
さ
ら
に
、
長
寿
化
や
高
学
歴
化
な
ど
の
時
代
変
化
と
と
も
に
女
性
の
生
き
方
や
人
生
目
標
が
多
様
化
し
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
意
識
の
流
動
化
が
進
む
今
日
、
自
己
実
現
欲
求
（
願
望
）
と
家
族
役
割
と
の
葛
藤
経
験
は
、
多
く
の
現
代
女
性
に
共
通
に
み
ら
れ
る
生
涯
を

通
じ
た
経
験
と
な
っ
て
い
る
（
矢
澤
他
、
二
〇
〇
五
）。

長
く
な
っ
た
個
人
の
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
を
前
提
に
し
て
よ
き
人
生
（w

ell-being

）
を
送
る
た
め
に
重
要
な
の
は
、
個
人
と
し
て
の
生
活
と
家
族
生
活
、
仕

事
と
子
育
て
な
ど
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
り
方
、
そ
の
た
め
の
心
の
ゆ
と
り
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
バ
ラ
ン
ス
や
ゆ
と
り
を
生
み
出
す
た
め
の
「
ハ
ー
ト
」
の

あ
る
都
市
環
境
づ
く
り
、
つ
ま
り
「
ゆ
り
か
ご
か
ら
墓
場
ま
で
」
の
い
の
ち
の
鎖
を
紡
ぐ
住
環
境
整
備
や
、
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
フ
レ
ン
ド
リ
ー
」
な
企
業

文
化
・
社
会
制
度
の
充
実（
育
児
休
業
制
度
の
充
実
や
労
働
時
間
短
縮
に
よ
る
家
族
生
活＝

私
生
活
の
権
利
保
障
等
）が
急
が
れ
る（
矢
澤
他
、
二
〇
〇
五
）。

【
ハ
ー
ド
の
都
市
環
境
の
貧
困
化
】

母
親
た
ち
は
ハ
ー
ド
の
都
市
環
境
整
備
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
要
望
を
も
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

矢
郷
恵
子
ら
は
、住
宅
ま
わ
り
を
安
全
で
や
さ
し
い
空
間
に
し
た
い
と「
く
ら
し
か
ら
住
ま
い
づ
く
り
支
援
ハ
ウ
ス
」（
世
田
谷
区
が
支
援
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）

か
ら
子
育
て
家
庭
に
は
住
み
づ
ら
い
今
の
ま
ち
―
な
ん
で
こ
ん
な
に
遠
慮
し
な
き
や
な
ら
な
い
の
』（
矢
郷
、
一
九
九
七
）
に
ま
と
め
た
。

同
書
で
母
親
た
ち
が
指
摘
す
る
住
居
の
形
態
や
住
宅
内
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
点
、
住
宅
ま
わ
り
の
不
満
、
不
安
、
窮
屈
さ
に
つ
い
て
の
意
見
は
ど
れ

も
具
体
的
か
つ
切
実
な
も
の
で
、
「
や
は
り
こ
の
住
ま
い
で
は
子
ど
も
は
た
く
さ
ん
産
め
ま
せ
ん
」（
第
一
章
の
タ
イ
ト
ル
）
と
い
う
厳
し
い
現
実
を
立

証
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
子
育
て
を
通
し
て
み
た
住
ま
い
と
都
市
環
境
の
問
題
点
は
、
「
狭
さ
」「
近
隣
の
関
係
」「
自
然
が
な
い
」「
車
庫
無
し
」
の
四

点
に
集
約
さ
れ
て
い
る
（
矢
澤
、
一
九
九
七
）。

近
年
、学
校
や
子
ど
も
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
指
摘
さ
れ
る
家
庭
や
地
域
で
の「
子
育
て
文
化
の
貧
困
化
」と
は
、都
市
居
住
の
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー

と
し
て
の
「
家
の
中
」「
家
の
ま
わ
り
」
の
ゆ
と
り
空
間
が
「
ど
ん
ど
ん
貧
し
く
な
っ
て
い
く
」
と
い
う
ハ
ー
ド
の
都
市
環
境
、
つ
ま
り
都
市
の
身
近
か

な
「
ラ
イ
フ
ス
ポ
ッ
ト
」
の
貧
困
化
の
問
題
で
も
あ
る
こ
と
が
、
矢
郷
ら
の
調
査
結
果
か
ら
は
よ
く
理
解
で
き
る
。

私
た
ち
は
い
ま
、
ゆ
と
り
を
も
っ
て
生
活
で
き
る
「
ハ
ー
ト
」
の
あ
る
都
市
環
境（「
育
ち
、
育
て
合
う
」
都
市
環
境
）
の
創
造
に
全
力
を
注
ぐ
必
要
が

あ
る
。
そ
の
一
歩
と
な
る
の
が
、
矢
郷
ら
の
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た
問
題
点
、
つ
ま
り
狭
さ
、
近
隣
の
関
係
、
自
然
が
な
い
、
車
庫
無
し
の
改
善
で
あ

ろ
う
。
そ
の
た
め
の
「
子
ど
も
の
目
」「
女
の
目
」「
高
齢
者
の
目
」
な
ど
に
よ
る
都
市
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
デ
ザ
イ
ン
と
住
ま
い
・
都
市
づ
く
り
の
発
展

が
求
め
ら
れ
る
（
袖
井
二
〇
〇
二
）。

今
後
は
、
そ
れ
ら
を
実
現
す
る
主
体
と
し
て
の
市
民
（
と
く
に
女
性
、
子
ど
も
、
障
が
い
者
、
高
齢
者
等
）、
そ
し
て
「
住
み
合
い
」
の
当
事
者
た
ち

か
ら
の
多
様
な
意
見
反
映
シ
ス
テ
ム
の
整
備
が
都
市
行
政
の
課
題
と
な
ろ
う
。
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【
注
】

（
１
）
性
に
関
す
る
健
康
を
享
受
す
る
権
利
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
す
べ
て
の
カ
ッ
プ
ル
と
個
人
が
、
自
分
た
ち
の
子
ど
も
の
数
、
出
産
間
隔
、
出
産

す
る
時
期
を
自
由
に
か
つ
責
任
を
も
っ
て
決
定
で
き
、
そ
の
た
め
の
情
報
と
手
段
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
権
利
。
ま
た
、
差
別
、
強
制
、
暴

力
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
生
殖
に
関
す
る
決
定
を
行
え
る
権
利
も
含
ま
れ
る
。

（
２
）
大
都
市
郊
外
で
子
育
て
を
す
る
女
性
た
ち
が
挙
げ
た
主
な
「
生
活
不
安
」（
ス
ト
レ
ス
）
に
は
「
育
児
が
思
う
よ
う
に
い
か
な
い
」「
家
事
の
負
担

が
大
き
い
」「
母
親
と
し
て
の
自
信
が
持
て
な
い
」「
家
計
に
ゆ
と
り
が
な
い
」「
自
分
の
時
間
が
持
て
な
い
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
っ
た
。

（
３
）
日
本
の
母
親
の
育
児
ス
ト
レ
ス
は
自
分
の
生
き
方
へ
の
納
得
、と
り
わ
け
、結
婚
・
出
産
退
職
・
育
児
・
育
児
後
の
仕
事
復
帰
な
ど
の
ラ
イ
フ
コ
ー

ス
の
観
点
か
ら
説
明
さ
れ
る
。
詳
細
は
【
参
考
資
料
】﹇
育
児
不
安
と
女
性
の
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
﹈
を
参
照
の
こ
と
。

（
４
）
子
育
て
を
す
る
た
め
の
都
市
環
境
は
「
狭
さ
」「
近
隣
の
関
係
」「
自
然
が
な
い
」「
車
庫
の
有
無
」
に
代
表
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
を
備
え
る
政
策
が

必
須
で
あ
る
。
【
参
考
資
料
】﹇
ハ
ー
ド
の
都
市
環
境
の
貧
困
化
﹈
を
参
照
の
こ
と
。

（
５
）
父
親
の
育
児
参
加
を
め
ぐ
る
発
達
心
理
学
の
研
究
か
ら
は
、
「
育
児
参
加
度
の
高
い
父
親
は
、
子
ど
も
と
の
か
か
わ
り
に
お
い
て
柔
軟
性
が
高
い

こ
と
、
そ
し
て
柔
軟
性
の
高
い
父
親
の
子
ど
も
は
、
三
歳
半
時
点
で
子
ど
も
の
発
達
が
総
合
的
に
よ
い
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
て
い
る
」（
牧
野
・
中

野
・
柏
木
一
九
九
六
、
加
藤
他
一
九
九
八：
四
六
）。
ま
た
、
子
育
て
に
多
く
か
か
わ
っ
た
父
親
ほ
ど
親
と
し
て
の
意
識
が
高
ま
り
、
子
ど
も
へ
の

肯
定
感
情
が
高
い
と
の
報
告
も
あ
る
（
加
藤
他
一
九
九
八：

四
六
）。
さ
ら
に
父
親
の
育
児
参
加
に
影
響
を
与
え
る
要
因
と
し
て
は
、
母
親＝

の
時

間
的
余
裕
（
就
労
、
子
ど
も
と
過
ご
す
時
間
）
や
家
事
・
育
児
の
必
要
度
（
子
ど
も
の
数
、
末
子
の
年
齢
）
な
ど
の
家
族
状
況
の
他
に
、
父
親
の
労

働
時
間
の
長
短
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
検
証
さ
れ
て
い
る
（
同：

四
一
―
四
五
）。


